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___________________________________________________________________________ 

Abstract: In Japan, the number of patients receiving home medical care has been increasing for the 

past 10 years, and participation of pharmacists has increased in importance. In this study, we 

conducted a questionnaire survey in order to clarify the role of pharmacists required from various 

medical staffs and to encourage inter-professional cooperation in home medical care. As a result, many 

medical staffs related to home medical care had recognized the necessity of pharmacists and its roles, 

for example “evaluation of side effect” “management of medicine” and “prescription proposal”. 

However, the doctors and/or nurses were almost selected as a person who is actually consulted about 

medicine. These results suggested that the roles of pharmacists are still poorly understood in practice. 

Therefore, the pharmacists is necessary for sending out about “what we can do” by themselves to be 

understood to other medical staff regarding the role of pharmacists in home medical care. 
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緒言 

我が国の 65 歳以上の人口は約 3300 万人であ

り，平均寿命が 83.7 歳と WHO 加盟国の中で最

も寿命が長い国である 1)．その一方で，総人口に

占める割合は 25％を超えているため，日本は高

齢者の割合が非常に高い国でもある．今後、さ
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らに高齢化が進展し，国民医療費の増加に伴う財

政の圧迫化，医療機関・介護保険施設等の受入れ

人数の限界などが予測される中で，それらを解決

する方策の一つが在宅医療の推進である．在宅医

療は慢性期及び回復期患者の受け皿として，さら

に可能な限り住み慣れた場所で自分らしく過ご

す「生活の質」を重視した医療提供体制の基盤と

して重要視されており，その利用者数は年々増加

している 2), 3)．在宅医療を推進するにあたっては，

多職種が協働して，医療と介護が連携した地域に

おける包括的かつ継続的な在宅医療提供体制を

構築する必要がある．薬局は地域連携拠点の一つ

として位置づけされており，そこで働く薬剤師に

は，ICT などを活用しつつ患者服薬状況について

一元的・継続的に把握するとともに，薬学的管

理・指導を実施するという役割が求められている．

この役割を果たすことにより，多剤・重複投与や

残薬に関する問題点の解消が可能となり，患者の

薬物療法における安全性及び有効性が向上する

ほか，医療費の適正化にもつながる． 

このような背景のもと，ここ数年、薬局が担う

地域包括ケアシステムにおける環境整備 4)や薬

剤師によるフィジカルアセスメントの導入 5) ，

無菌調剤対応薬剤師の養成 6)といった医療介護

に基づく事業が各地で進められており，薬剤師が

在宅医療を受ける患者に貢献する機会も徐々に

増加してきた．その一方で，「医療スタッフの協

働・連携によるチーム医療の推進について」（厚

生労働省医政局通知 医政発 0430 第 1 号）の報告

書では，薬剤師が十分に活躍できていない場面と

して在宅医療の業務を挙げており，また訪問看護

師の薬剤師業務に対する認識は決して高くない

との指摘をした報告も存在する 4）ことから，多

職種連携コミュニティーの中で薬剤師はまだそ

の職能を十分に発揮できていないと考えられる． 

そこで今回，我々は，薬剤師がその専門性を発

揮し，より綿密な多職種連携を実現するための前

段階として，在宅医療に関わる薬剤師と薬剤師以

外の職種間での連携の状況と，他職種から薬剤師

に求められている役割を明らかにすることを目

的に，福山市で在宅介護における多職種連携の研

修会や勉強会の活動を活発に行っている，「福山

在宅どうしよう会」（平成 23 年 9 月 1 日発足 代

表 小林道男 先生）に協力を依頼し、様々な在

宅医療従事者を対象とした意識調査を実施した

ので報告する． 

 

方法 

平成 27 年 7 月に開催された，「福山在宅どう

しよう会」の研修会に参加した医療従事者を対象

に無記名方式によるアンケート調査を実施した．

実施にあたっては，事前にアンケートの趣旨説明

を行い，調査結果は研究の目的でのみ使用するこ

とを伝え，同意した場合にのみ回答していただく

ように説明した。配布したアンケート用紙を図 1

に示す．なお本研究は，個人情報保護について「学

校法人就実学園個人情報保護に関する基本方針」

に従い取り扱うものとし，「学校法人就実学園個

人情報保護規程」によって適切な管理と必要な保

護を行っている． 

 

結果・考察 

1. 薬剤師の役割に関する多職種向けアンケー

ト結果 

研修に参加した 89 名の参加者の内，65 名から回

答を得た（回収率 73%）．内訳は，看護師（34%），

薬局薬剤師（23%），ケアマネージャー(CM)（27%），

医師・歯科医師（7%）であり，その他介護福祉

士，理学療法士，管理栄養士，大学教員から回答

を得ることができた．まず，医療従事者同士での

連携の円滑さを問う設問では，63%が円滑である

と回答した（図 2-A）．その理由として，「良好な

他職種との連携が良質な在宅医療のために必須

だから」，「管理者がすべての情報を管理し連携を

とってくれているので，情報が錯綜しない」，「同

施設内に全ての部署があり早期に話し合いがで

きる」などの意見があがった．一方，円滑でない

と考えている理由には，「医師や CM と情報共有 
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はしているが，その他の職種との連携はあまり取

れていない」，「本人や家族の意向とかけ離れてし

まうことがある」，「連携に時間の調整が必要であ

り，それが難しい」といった意見があがった． 

円滑ではない理由を挙げた職種に薬剤師が多

いと感じたため，職種別に統計を取り直したとこ

ろ医師・看護師は円滑であるという意見が多数を

占め，一方で薬剤師は円滑でないという意見が多

くみられた（図 2-B）．本調査だけで論じること

は困難ではあるが，多職種連携コミュニティーに

薬剤師がまだまだ入り込めていないことが示唆

される結果となった． 続いて，在宅医療現場に

おける薬剤師との連携の有無について薬剤師以

外の職種に問う設問では 80%が連携ありと回答

し，そのうちの 94%が薬剤師は必要な存在であ

ると回答した．また，連携無しと回答した 20%

のうち，大半が必要性を感じるが機会がないと回

答していた（図 3-A,B,C）．これらの結果は，薬

剤師が在宅医療において重要な役割を果たして

いると他職種から認識されていることをあらわ

していると考えられる．また，薬剤師が必要であ

る理由を自由記述欄に挙げてもらうと，主に医師

からは「薬の専門的な知識に関すること」，主に

看護師からは薬を服用する患者の安心・安全に関

すること，主に CM からは薬の管理や用法に関

することの意見が挙がっており（表 1），それぞ

れの職種内容に応じて薬剤師が必要である理由

が異なることがわかった．薬剤師は在宅医療にお

いて他職種から必要とされていることを理解し，

その理由を知っておくことが，より円滑な連携へ

の近道であると考えられる． 

薬剤師以外の職種から薬剤師への要望は，「医

A 全員 B 職種別 

図 2 仕事場における多職種連携の円滑さ 

n = 65 

図 1 在宅どうしよう会で実施したアンケート 

共通の設問 
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師の処方についてきちんと監査ができること」，

「疾患，病態，治療の方針を共有した上での良き

アドバイザーとしての役割」，「薬剤の効果，逆効

果のある組み合わせを理解したうえで，患者に助

言でき，医師にも意見を言えること」，「薬の飲み

忘れ防止のための一包化や色わけサポート」など

であり，主に“処方提案・治療におけるアドバイ

ザーとしての役割”が求められていた． 

一方薬剤師が考える薬剤師の役割としては，「効

果・副作用のチェックや残薬確認から処方提案」，

「経管・経腸栄養において医師へのエビデンスに

基づく意見」，「バイタルサインのチェックを行っ

ていける知識と技量」など，こちらも主に“処方

提案・治療におけるアドバイザーとしての役割”

の意見が大半を占めた．このように，薬剤師への

要望と薬剤師が目指すところは一致していた．従

って，より円滑な多職種連携に薬剤師が関わって

いくためには，他の医療介護関連職種に対して薬

剤師の職能を薬剤師自身が周知していき，多職種

連携の要の一職種となりうることを在宅医療現

場に積極的に発信していく必要がある．この発信

先として鍵となるのは訪問看護師であろう．訪問

看護師は，在宅医療において薬の管理に関わる業

務を担うことが多く 7)，他職種の中でも特に看護

師は薬剤師の必要性を感じる割合や相談する頻 

 

 

薬の専門的な知識に関すること 

・剤形、投与経路、副作用などの有用なアドバイスを受けられる（Dr） 

・歯科医師は薬剤の知識が足りていないので頼りにしている（Dr） 

・医師の処方後にチェックする専門職が必要（Ns） 

 
 

薬を服用する患者の安心・安全に関すること 

・他の薬との飲み合せや副作用等わかりやすく説明してくれる（Ns） 

・家の状況にあわせてひとりひとり細かな指導をしてもらえる（CM） 

・利用者が独断で受診した際、薬の重複を防ぐことができた。（Ns） 

 
 

薬の管理に関すること 

・残薬がないように対応してもらえる（CM） 

・特殊な薬の利用方法や管理法を家族全員に話してもらえた（CM） 

・「残薬」「誤薬」のサポート（Ns） 

 

度が高かった 8)との報告があり，連携を模索する

相手として重要な職種であるといえる． その一

方で，訪問看護師に対して薬剤師の職能や取り組

み内容が十分に理解されていない 6)といった報

告も存在することから，やはり薬剤師自らが行動

を起こし，自分たちの役割をもっと知ってもらう

努力を行わなければならないと考えられる． 

 今回の調査を通じて，在宅医療にかかわる多く

の職種で，薬剤師としての職能が必要とされてい

ることが明らかとなった．また，求められている

職務内容は求めている側の職種によって異なっ

ていたことから，在宅医療現場において薬剤師は

様々な医療介護系職種から今後ますます活躍を

期待されているといって過言ではない．しかし，

今回は多職種間で上手く連携が取れている地域

での調査であったため、薬剤師の重要性に関する

理解を得やすかったことが調査結果に反映され

たとも考えられる．また，地域によって求められ

る薬剤師の役割は当然異なるはずである．従って，

今後は様々な地域圏において，薬剤師果たすべき

役割に関する調査を継続して行っていくととも

に，薬剤師がチーム医療を支える屋台骨の一角と

なりうることを他職種及び地域住民に認識して

もらうための薬剤師職能の情報発信方法につい

て検討していきたい． 

図 3 他職種から見た薬剤師との連携の有無

とその必要性 

表 1 薬剤師が必要と考えられる理由（抜粋） 
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